研究発表　清水市次郎出版『絵本通俗三国志』の挿絵についての考察 by 梁 蘊嫻












































































































とめて、月に 3 回か 4 回、もしくは 6 回のペースで
出していた8。一回の分量はおよそ 9 枚であり、各作
品はそれぞれ一話を掲載する。定価は 1 冊 4 銭とあ



















































































































































48－49 未見 2 16.3.25









































































































































































































































































7  磯部敦前掲書、 8 頁。
8  第 1 号から第 7 号まで月に 3 回、第 8 号から第12号まで月に 4 回、第13号から第16号まで月に 3
回、第17号から第46号まで月に 4 回、第47号から第65号まで月に 6 回、発行する。








































18 奥付に「定価金弐円」とあるので、上下 2 巻で 4 円になる。















付言 1 　 本研究は、2017年度台湾行政院科技部研究計画による研究成果の一部である。（「江戸時代讀本
研究：《繪本通俗三國志》所呈現的中國」、研究番号：106－2410－H－155 －004）
付言 2 　表題と発表内容には一部異同がある。
